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て述べた。室温で塑性予ひずみが付与された316系ステンレス鋼について、溶液：1 N HNO3, 温度：35℃, 電











































STEP 1. 加工硬化層を除去するために100μm相当の電解研磨を行う。 
STEP 2. 試験部付近にヒーターを設置して試験部温度を30-40℃の間に調整できるようにし、硝酸溶液で定電位
エッチングを行う。 
STEP 3. 試験面のレプリカを取り、エッチング痕を転写する。 
STEP 4. レプリカを光学顕微鏡で観察し、エッチング痕密度を計数する。 
第7章では、結論を述べた。 
以上より、本論文では、塑性変形により導入された変形双晶、あるいはすべり線近傍における転位の集積といっ
た母材とは結晶方位が変化した部位を溶解速度の相違を利用し優先的に溶解する、という明瞭な検出原理を持ち、
室温付近あるいは炉水温度域付近で付与された316系ステンレス鋼に付与された塑性ひずみを感度よく検出・定
量化できる定電位エッチング手法を開発することにより、原子力発電設備を始めとして大規模地震等の入力を受
けたプラント設備の健全性点検手段の選択肢を広げることが出来た。繰り返しひずみや曲げひずみといった、単
軸一方向ひずみとは異なるひずみ形態においても累積塑性ひずみという尺度を用いることにより、室温において
は変形双晶エッチング痕密度、300℃で付与された予ひずみにおいてはすべり線エッチング痕密度で比較するこ
とにより、予ひずみを感度よく検出し、特に損傷初期段階において統一的にひずみを定量化できることが示され
た。より複雑なひずみ履歴への適用に対し更なる研究が望まれる。また、現場適用手順を提案した。実際の現場
における適用も期待される。 
 
